
1 9 9 2 年 度 事 業報告書

I.’’lT熟(/)状況

深刻な不況からの脱出の出 1―lがみえないまま終わった 19 9 2年疫は企業メセナにとっ

ても厳しい年であったと云えます。そして、メセナに関するti：会の関心は、前年までのブ

ームとさえ云える追い風的なものから—-•転して班風的なものに恋化しました。その影靱は

当協議会にとっても無緑ではなく、会員数の推移などに現われました。新たに入会した企

業があった）反面、経営の應化によって退会した介熟も数仕あり、 j[会員数は年腹初めに比

ベ},；「•O)滅少を余俄なくされております。しかし、この減少1)不況の深'~I) さから見れは影

褥は徹）1たるものであり、殆どの会員企業が引き続き当協識会の括動を支援しております

6 これは企繁メセナを一—•過性のものとして捉えるのではなく企業の長）［｝）的舒営戦略の一環
として不19［欠な括動であるとの認識がよリー府企業に定将してきているからだと考えます

。今l団の厳しい経済瑣境は、企業メセナについて真釦、了杓えるきっかけを企業に与え、企

繁メセナの質をl{i)上させる役割を果たしたとも云えましょう。当協議会の調究によれば、

9 1年度と比較して 92年疫にメセナの支援金領や支援（牛数を増やした企業は減少した企

幣よりはるかに多いことが1リ］らかになっており、企業メセナが府実に根付いていることを

示しています。

このような環境の中で、 .1 9 8 2り渡I]，）刈協議会の事業括動は次の 4点を中心に）jし間い

たしました。

①定例的語’ll業）膳営の1’l滑化

] 9 9 ]年疫には、 『メセナ白府[)1』や「メセナ大'ftfl l ！など当初計画された当

協議会の各巾業を→町）夷施しましたが、 92年1貨はこれらの事業が定例的に推進でき

るよう体制の整備と実紹づくりを行ないました。

②lり成仲介0)ltl極的I¥l与

『メセナ』誌卜に1り成嬰m'i'fr'園を掲戟しIIJ)成1r|1介を行なってきましたが、より梢極的

に仲介活動をすることにし、新たにメセナモデル研究会を設骰して協議会として是非実

現したいアーティストの括動を選定し会員企業に梢極的に仲介しました。

@）1:I木性(/)ある国際交流

これまでは、悔外で開佃されるメセナの国際会議に代表を派遣してまいリました。 9

2り渡は、国際会議への参加のほか、当協議会と BC I¥主Rt！による第 Jliill1米メセナリ

ミットをニューヨークて1}fl01！し、メセナ先進国(/)メセナ市情をつぶさに視察し研修する

とともに彼我の企業人と芸術家、芸術HI休との対話を通じて具休的成果をあげました。

④優遇税IIll

メセナに関する税I/ii)上の優遇惜爵を政府に求めることは当協講会設立当初からの懸案

加月であり、税制部会で検討を礁めてまいリました。 92年）釘は'9,1協議会の嬰望胄を大

蔵省、文化庁に提出しJlI本的な折衝に入リました。その結果、当協議会の特定公益増巡

法人化という方向づけが得られました．

以F、1I業並びに収支結果についてご報告いたします。



l.'l［業報1'i

各 '1f 業の）↓休化は、各し'}|’'1:•{|（会、プロジェクトのメンパーを"'心に推進しました。そ

の実施状況は以 lヽ．の通りであります。

I. I会il数状況

会員数は 3Jl31II現(I:、ii：会lll77・t1: 4661 1、準会員38{|.42|1となり、 1992年度JUJ

竹に比べ` ［［会ilotl：減、祁1会員 叶I：削となっております。

l. 2 1i業の実施状況

① 惰発杵及＇1[業
企業のメセ月Il̀J10/fが業務を遂行するうえで必杖・な芸術各分野についてのPl！解を深

めることを11[Iりとして I企業のメセナ括動を考えるセミナー）I-アートを学ぶ」を開

催いたしました。これは、美術、舞踊、 ii;[ ）訓、 ff梨の各分野について各界の第—嘗人、行

を訓iiiに迎え、現(l:1こ平るまでのJ栢史的な推移を}11り、メセナに役＼＇［たせようとした

ものですn ll枷iには河竹窃，t；夫、沿i屈旗也、三潅Ii雅 l:、難波炎火、林光の各氏をはじ

め12名の先It)iにお穎いし121iiIl}}Hil！しました。また、 7 I I Io 11には美術分野の特別購

）収として Iドクメンタ 9報竹会」を1}}）nIlし、現代美術の流れについてのPl1解を深めま

した。

さらに 8)1311からn訊iギャラリーにて「企業メセ・ナ情報展」を1}}lll！しました。ま

た、 II1：年に引き続き「文化7[Jンティア会議'92Jを文化パステルと共催で 91)7|l 

に1}｝）き、脱応大学／．` ill|11i’1雄教授、天畔ii1i氏らにより「これからのメセナ、フィラン

ソロビーを与える」をテーマに）II}談シンポジウムを行いました。

会ll企業とアーティストや文化11l休との41lii.Pl1/i,iのJj,Jとする定例会は 1/11711I・附

',Ifれたちとのクリエテイプ，ムープメント・レッスン」． 51)291 1「 MUSIC 

TOD/¥ Y'9 2J、 7 Jl 711「サントリーホール見学とじタコンサート」 8/) 2111 

-2211 1(/,渡からの｝〖術発机1 、 I 0)1191111111 ii没4 「ll米のメセナ新刑Jー

アメリカの経険から（Iりを学かl, 2)） |0l l l l’3 見学会」と題し li1~ 帥III}}｝ nI［しました

⑫） 情報集配，仲介＇ Jr業

Iメセナj誌の助Ji)/.}婦＇］が 1報の他、企業と共術I911休との利l極的仲介の推進をII的に

, i}］に以セナモデル研究会」を発足いたしました。第 IFil支援モデルとして「バ

ニョレ国際振付釦に参加する「黒沢災香とダンサーズ」を選定し、会貝企業に渡航

1,Iなどの支援を仲介した結果、 11tiから総ii1360Jil'）が集まりました。さらに第 21ぃl

支援モデルとして lサン・ヴィゴール， lミ・ミュー礼拝党の修復と作品化J、第 3Iii/ 

支援モデルに IP 3l 「111/11/が1!Jが選定されました。

なお、 いセナ』誌は93年朴：―}より般l{ilt）の内容に i•新し、 •fil咽J，りでの販売を

始めております。



⑪ ,li杏lilf究'Jr業

IIr年度にり1き続きいセナl'咽 '92』を 8)1に111行いたしました。今I991は1li1年度よ

り約 lllllti：多い 455tl．からの1991答を得ました。濶杏結果にはメセナ/,f;iJ!））が杓実に企業

内に定許しつつある状況が示されております。 92年）斐ド期から93年度版の濶杏にとり

かかりましたがほぼIli9年，lt.みのメセナ実施企業から1991答を得ております。また、 11))

にはi,'1部餡Ill・｛l：の般l川 した。この他

、芸術I,Ill木に対しても企業メセナに関する濶杏を予定しており、いずれも93年疫版l'l

i'｝にl！慮いたします。

④ VI,i彰＇）［業

Iメセナ大rt'!12Jは全1"1139企業より 20I')f業の応料がありました。この応料を

みてみますと、経済状況が厳しいなかで令III各地で多様なメセナ括動がii'（h屑的に）J{I｝｝J

されていることが'I'llり、メセナが許実に広がっていると云えます。 92年度メセナ大l'［

は「仰すかいら一く」が受tt、 8社がメセナ特別ft、メセナ代を受けました。

⑤ li,1隙交流')i業

5)1 G 11から 1211にかけて、米lRlニューヨークで11米メセナサミットを1}｝l{il［いたし

ました。 II本からは1}躙）会長をはじめ、 i{il);［Pl1'）［長、柴lIIPII’lf，根木内務狸＇）［など 11

名が参）JIl、米li:IからはBCAオング会長、チェース・マンハッタン銀行元会）もプッチ

ャー氏、フィリップ・モリスtt；じ会長ワイスマン氏らがIll席し、米国の企業メセナ括

動の現状、煤術トii休巡'i:r；ぐ序についての報竹を受け、さらにメセナについてのIl米の、tt

見交換が行われました。

その他、 [,)12211にはローザンヌ国隙バレエ・コンクールの削，役者である F・プラ

ンシュワイグ氏を招いて「廂業昇と共術昇ーコミュニケーション・ギャップの解決の

{l:｝i」と題しての購柑［会をl}暉しました。

＠ 税：lilIll:IHIiへの対応

第 5199l通常総会で報1りした税制改iI:．に関する喝協議会の）店木的考え力をもとに、 8 

月に税制改II出に関する如｛団を大絨省、文化Jrに提Illしました。これを契機に両'r'1)r

と当協議会の間で艇遇税制に関する折衝が行なわれ｀最終的に、当協議会を特定公益

JI,li他怯人に認定し、 ‘’1協議会のII)収を経111しての企業メセナを免税の対象にすること

で大欣省と文化）rの話し合いがつきました．この線にそって喝協議会は定款の変更を

第6回jIIi常総会に提案し承認飢き、特定公益JI，i進法人化に1,'りかって請洲備を行なって

おります。

個別の'lf築実紅'Iについては別紙 1にてご報1'iいたします。



2. 収支報1'i

2. I 11又人

1992年度のり間1収人予狩 14560)il’l（会'/'1収人 13790)i1'l,llりを収人 500万1’l，雑

収人 270/Jl'J)に対し、 12815)）―l'J（会費収人 12[01JJI')、’l［業収人 436万I'!、雑収

人 275)月＇I)町 l1jtt88,0％の実納となりました。これは会員獲得が1:1椋を達成できな

かったことによるものです＂

2. 2支Il!

仰 ¥)'Jr業1'if狩は8950lfl'I、i汀l11t予節は6565JJl'I、予Mii1,/1690JJl'I、計 172057J

l'lですが、実組は1［業1，/7058JJl'I(ff¥P1iiJt78, 9%)、↑籾¥!W5780Jf/'I（叩fij)t88,0% 

）、支ill合計 I283!1JJl'J (ilj・jilij比71,r,%）となり、 268I万円が次年）斐繰り越しとなり

ました。しかし、 ",rWIのみの純収支でみますと収人 12815711'1に対し、支illは 1283!1

JJl'Iとなり24)il’1の支Iii船過となります。 991JIII{｝）の貸{/','対）！（！表、収支計釦り、 Il叫、）Il

即 1'1減iln.l'}、）1げtf l録は別紙IIの通りです。



別紙 I

I. i,ilf発・普及 Iji業

l. 定例会

①HI 17「l 勧1り証券新lfi巾央支店 7名

テーマ 「がれげ力＇ンり・・シ 1りンが氏による閃害者たちとのりリIイティ7'，1,～7・

メ‘JI ヽ• Vッズン」

② 5月29「I ¢)i／収セゾン）削場 23名

「MUSIC'「ODAY'92」

③7月7Fl サントリーホール 86名

「サントリーホール見学と七タコンサート」

④ 8月21日・ 2211 佐渡・鼓窯村 9名

「佐渡からの芸術発倍」

⑤ 1 0 /1 1 9 1 l i勺り：．祁＇別館 44名

購柑［会「 I_1米のメセナ祈動～アメリカの経験から何を学ぶか」

講 f:ili サントリー文化1141ill 1lf務に）長 ：l！ l二I.i［シ之氏

⑥ 2月!Or:! P 3 art and environment 17名

税國強「 (IU)llt」股

2. 企業のメセナ祈動を考えるセミナー：アートを学ぶ

①4月1日 東京芸術1削場 36名

テーマ 美術 (Z) 「マルセル・デュシャン以降 J

蘭り (iIi セゾン現代美術館学芸部長 難浪英夫氏

②AI1 27El iJ1日スクエア 34名

テーマ 美術 (3) 「ルネサンスから印象派まで」

昴i f:ili 」：竹＇大学購~f:Ili }|: ！l! iY；一郎氏

③ 5)l15日 東京芙術削場 23名

テーマ 抑踊（ I) 「いま、なぜダンスか」

講 tiIi 『ダンス・マガジン』糾机長 三nIMit士氏



④6月51_1 東京芸術）削場 23名

テーマ 舞踊（ 2) 「I!界を代表するバレエ・ダンサーたち」

乱'r Mi 明治大学uJ）教授 土厭恵一郎氏

⑤6)12311 東京芸術）削場 22名

テーマ 舞踊 (3) 「ダンスの 11岱史」

購 師 法 政 大 学 叫 ） 教 授 鈴 木 畠氏

⑥7 JI Io El 朝「・1スクエア 64名

テーマ 美術特別購附「ドクメンク 9報告会」

購 r:iIi 名古限泊形芸術短）1/1大呼教授 rjl小）英／i／氏

⑦7月29「_1 東京芸術Jjl)場 34名

テーマ 朋煎I(I) 「歌妍伎から新）i1l／まで」

濶 (:ili 早稲 Ill大学名籾教授 河竹~登志夫氏

⑧ 9)l l町 1 東京芸術1削場 28名

テーマ 柑i削 (2) 「シェイクスピアから西欧現代枡il削まで」

購 師 東京大学名祁教授 illil'l1J,It也氏

⑩ I 0月81:l 朝日スクエア 34名

テーマ 湖）削（ 3) 「アンダーグラウンド旅削から野 III秀樹まで」

附 (：iii WI日新1111紺集委 [1 凡1「IIi~I 彦氏

⑪ I Z月15El 東京芸術削場 33名

テーマ 背楽(!) 「クラッシック f佗約とは何か～西邪音楽史を股到し

て」

講 Mi I宝l{｛． ff亮大学教授 磋山 雅氏

⑫、1月25Il 東京芸術）削場 31名

テーマ 音榮 (2) 「背楽の二十 1せ紀～変わるものと変わらないもの」

閥 f:ili 1'1'1111家 林光 氏

⑬3)J 291 東京芸術iWI場 35名

テーマ 音;I',(3) 「JI:P-my'の背引i～物質文 1りを否定した背」

附 師 打榮器奏：H・ 科lllみどり氏



3. !JI業共 l1i;

①文化支援研究討論会 6 J1 12「I 北とぴあ

共 {Iil 首部1濶文化行政研究会

出1,i后り サントリー 11:ll 文化事業部課昆

11:1)西武百代），If 唱業企圃室部長

＇、ヨク fl動市 11:1) 広報部課長

前水戸芸術館 ，l［務周最

元横浜 iii 文化リ［業係長

荒川区 文化 i'i少年課じ杏

J- ディ t•9- rr都1洲文化行政叫究会代表

/}I絹料リJ氏

櫻井耕一氏

北川哲夫氏

I,Vi ;fi t'｛ f散J〔；

野Ill邦りl、氏

/1[1,H 順氏

森豚氏

②企業メセナ情報／jせ 8月3日～ 13日 電通ギャラリー

共 ii1! （1:l)電 崩

R文化フロンティア会議 '92 9/j 711 経 I'll迎ホール

共 (ii！ 文化パステル

テーマ 「これからのメセナ、 フィランソロビーを考える」

｝，［関）＇,！I I'll ／親l應義熟大学教授

美術館泄',1：t竹 IIl！研究者

企業メセナ協膳会＼＇!務）り！ 9JI

IIーネルテ―ィスカッシ9ン 削作家・柑［出家

ジャーナリスト

落聞家

島 IIJlli'/雄氏

柑渕澗・子氏

根木1妥兵1hi氏

如月小秤氏

コリーヌ・プレ氏

粁風亨小り）J氏

文化パステル企肌ii委員最 天野祐吉氏

Jう＇ィ t-り～ 文化パステル副JII!9ll J辺 大山勝美氏

u. Ii'/報机配・仲介引業

1. 『メセナ』誌の発行

'，9号 (6)l)1 0号 (9月） 11号 (12月）

部数各3000ftl¥ A4版 32頁

2. 『メセナ 1:1111'92』の発行

8月31日発行 部数50001¥11 B5版 274頁

70名

968名



Ill. 苅i彰9li菜

l. メセー）~大 ft 1992 

4月1日 料集嬰網発表

6月30El 応辞締切 139ll: 20 I !)l業

9月21 1:I 第 11lil寄針．委員会

10月IHI 第 210!咽杏委員会

11/130EI 授ft式 草）l会館

IV. 国際交流事業

1. 派 潤

①日米メセナサミッ 1、 5月GFl-121―_1 ニューヨーク 14名

5月6「I 1,••ilり セッシ＂ン「企業の芸術支援の論理的根拠」ほか

午後 セッシ nン「企業と芸術のパートナーシップにいかな

る価値があるか」ほか

5 JJ 7 El ,,: lFI セッシ"ン「リンカーン・センクーにおける企菜の役

判l)」ほか

午後 リンカーン・センターの見学ほか

5月BEi 1, -• ll i セッシ＂ン「企業と音楽の関係」ほか

午後 セッシ n ン「企業と文化の関係」ほか

5 Jl 11 Fl 午前 セッシ n ン「企業と芙術館の関係」ほか

年後 セッシ＂ン「企業と対 i)削の関係」ほか

5月IHI セッション「芸術と企業のパートナーシップを確立し

ていくための日米協力」ほか

②アドミカル国際大会 6 J! 111―_1-121こ1 アルル 1名

③メセナ国際会議 3月II日～ 13日 パリ 1名

2. 受け人れ

①講柑［会 6 /1 22日 り1「1スクエア 5 I名

テーマ 「朋業界と芸術界～コミュニケーシ＂ン・ギャップの解決の

i l：方」

購 侃i ローザンヌ国際バレエコンクールlIl!lllJ妥

F． プランシュワイグ氏

以上



II 処務の概嬰

I. 19:l'Uこ~関する 'lf il'i 

--,--—_ ＿＿---~し•一•-. --·-•“一▲—―-----•-._•"—-- --------・ -・一― ―ーー "'’’ --- ------.. ------・・-・―--•- -

役J1 氏名 就f_l．年月 11 担当職務 手当 略限

---•• ← _＿＿＿----... ------~ - ------ -------・- ・--~~--一 —----—- ・--．・---~--— 

J'i門rI鈴木 治雄 IDOO. 2. H 会 艮 Il{J禾llf阻1こ名脊会長

佐治 敬弓 副会長 サントリー会長

塚木 喉一 II ワコール会長

犯 梢二 II セゾンコーポレーション会長

四尾 伯ー→ II 第一•ll,• 命会長

福l)I 義1f 理市長 費生堂社長

天谷 訂Al, 吼通総(』•社長

石川 六[III 鹿島建設会長

稲森 和夫 点セラ会長

大ft リ1し雄 ソニ--社長

I I I i l : 利忠 店IIIJ名斤Hり社：社：J支

s f• サt 外四 東Jれ寵力会長

松沢 ",n，~•一.. 窟,L銀行相談役

恨木艮兵衛 内`務/!/！事 60万円 共立：女 f大教授

藍）I>I中村 一郎 (II川） 第一勧銀会長

甘野 照蔵 梢水建設会長

Jlj!')(I H(：名 武雄 JUDO. 7. 11 1 1本アイ・ビー・エム11:J't

柴 Ill 俊治 ilil ll放送専務

関木 忠弘 日木喧気社長

4 /r,~ I 9 統—-→ 竹中―_1こ務店社長

殷rrI猷一郎 トヨタ l'•1 動車会長

?'.沢 T・代治 ミサワホーム社長

後脈 康リ） 19Hl. 4.1 安 lll火災ifi/cl：社長

関沢 義 窟士通社長

松稲 功 11本交通公社社長

l l l「l 間生 11木宵，1許咆話会長

樋Il)広太郎 19H2.1.. J アサヒビール会長

— ---—ー・〒』・・.“―ー--- ~... --------．-----＿→一ーー一 ▼＿ ▼ー-'●し— -- ．．, _ ＿ -- ．．、--・------・--＿ ▼ー・ •一ー一

2. 職員に関する事項

-"――-------・ -,.. -•一 ―---『`―----・-----. -・--"  •““• -- --▼ー▼ ••t. - - -----←- ---•--·------·-· 

職 務 氏 名 就任年月 Fl i l l, 9J i ll▲~務 手当（月 'fifi)

1［務局次 lを l!ii }|: 光f 1990. 2. J 1 会計・ 'lf務 4 7 J-Jf'] 

" 料 瀬 照孝 •1 9 0 0. 4. 9 総務・事業 なし

課長 林 はる芽 l!J91.1. l !h• 業 3 0 

野H 健男 1990. 2. H 'I,哭 2 l 

久保 III大介 UHl2.1. l 1じ業 1 8 

小池佐知子 II il□柊 l 8 



3．役員会悴に関する市項

(l)理事会

IJII会年）ll1 議 事 り ＼ 項

1092.6.22 1. 1091年）斐事業並びに収支決算報告の（牛

2. 新会員承認0)（牛

1002.12.14 l. 新会員承認の件

2. 定款疫更のI’I:

1993.3.24 1. 新会員承認の（牛

2. 役員候補者承認の件

3．助成選考委員会設府の（牛

4. 1993年度事業計両及び収支 f・旅案のI牛

(2)総会

4. fr ii[、認可及び承認に関する事項

該当なし

5. 契約に関する市）月

該当なし

6. 寄付金に関する事項

該 911なし

7. 主務官If指示に関する 1[J.i

該当なし

会賊の結果

可 決

可 決

"r 決

可 決

可 決

ii/ 決

可 決

可 決


